
          

              Press Release 
 

平成３０年５月１日(火) 

 

 報道機関のみなさまへ 
 
 

平成３０年５月の釜石労働基準監督署の活動予定（本日現在の予定）をご連絡申し上げます。 

お時間がございましたら是非取材をお願い申し上げます。 
 

 

 ≪≪ ５月 釜石労働基準監督署の活動予定  ≫≫  
 

5月１６日（水）10：00～11：30  実施場所：釜石西地区道路工事 

「釜石花巻道路安全協議会 パトロール」 

復興道路として整備されている三陸沿岸道路釜石花巻道路について、施工中の事業者  

と南三陸国道事務所、釜石監督署の合同安全パトロールです。 

パトロール現場：松倉北地区道路改良工事（予定） 

参加予定者：南三陸国道事務所、施工事業体、釜石監督署 
 

5月 1７日（木）9：30～11：30  大林・熊谷・東洋・復建エンジニヤリング・中部復建 

釜石市片岸・鵜住居地区震災復興事業共同企業体 １階会議室 

「５月度 安全パトロール」 

      監督署、発注者、施工業者による釜石市片岸、鵜住居地区の工事現場のパトロールです。 

参加予定者：ＵＲ都市機構、工事施工事業者、釜石監督署 

 

５月2１日（月）13：00～17：00  釜石市～大槌町の工事現場  

「建設リサイクル法に関する全国一斉パトロール」 

建設リサイクル法に基づく届出が行われた工事現場に対して、適正に処理がなされている 

    か、適正に安全対策がとられているか等市、県、監督署が合同で確認を行うパトロールです。 

参加予定者：沿岸広域振興局土木部、健康福祉環境部、釜石市、釜石監督署 

 

５月2３日（水）13：00～15：30   釜石市～大槌町の復興工事現場  

「工事現場安全パトロール」 

沿岸広域振興局土木部発注の復興工事に対する、建設業協会釜石支部、釜石監督署の合同 

安全パトロールです。（主催：振興局土木部） 

参加予定者：沿岸広域振興局土木部、建設業協会釜石支部、釜石監督署 

 

5月2４日（木）13：30～16：00  沿岸広域振興局 4階大会議室  

「釜石・大槌・遠野復興工事関係者連絡会議」 

終盤を迎えつつある管内の復興工事における安全対策、暴力団排除等を確認するなど、

発注者、災害防止団体、施工業者等建設工事関係者が一堂に集まる会議であり、労働災害

防止の取組の核となる大変重要な会議です。 

参加予定者：国土交通省、沿岸振興局、釜石市、大槌町、遠野市、ＵＲ都市機構、建設

業協会釜石支部・遠野支部、大槌建設連合、釜石警察署、釜石海上保安部、釜

石監督署、工事安全衛生協議会等28団体等計40人以上が出席予定 

 

釜石労働基準監督署 

（担当）署 長  兼平 寛 

（電話） ０１９３－２３－０６５１ 

 



 

5月2５日（金）10：30～12：00  (株)フジタ 大槌ＩＣ作業所  

「釜石山田道路安全協議会 パトロール」 

復興道路として整備されている三陸沿岸道路 釜石山田道路（延長 23ｋｍ）について、

施工中の事業者と南三陸国道事務所、釜石監督署の合同安全パトロールです。 

パトロール現場：国道45号大槌地区道路改良工事（予定） 

参加予定者：南三陸国道事務所、施工事業体、釜石監督署 

 

５月３０日（水）13：00～15：30   釜石市～大槌町の漁港工事現場 

「釜石地区漁港建設安全協議会 漁港工事安全パトロール」 

沿岸広域振興局水産部又は釜石市発注の漁港復旧復興工事に係る発注者と施工業者及

び釜石監督署の合同安全パトロールです。（主催：振興局水産部） 

      参加予定者：沿岸広域振興局水産部、釜石市、施工事業者、釜石監督署 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考≫ 

 

釜石労働基準監督署管内における建設業の労働災害発生状況 

（平成30年4月末現在） 

業種 
平成 30年 
(速報値) 

平成 29年 
(確定値) 

増減数 増減率 

全 産 業 計 ① 29 25 4 16％ 

建

設

業 

土木工事業 ① 5   6 -1 -16.7％ 

建築工事業 

鉄骨・鉄筋家屋 0  0   

木造家屋 3    2 1 50％ 

その他の建築 1     2 -1 -50％ 

その他の建設業 1     0 1  

建 設 業 計 ① 10 10 0 0％ 
 

※労働者死傷病報告による休業４日以上の災害、〇は死亡者数 

 

釜石監督署管内で発生した死亡労働災害 （平成30年1月～4月） 

業種 月 曜日 性別 年齢 発生状況 

建設業 2月 土 男 
60

代 

他の業者の工区から盛土材を運搬してきた10ｔダンプを誘導していたとこ

ろ、被災者の背面から現場内の別の盛土材を運搬していた4ｔダンプが後進し

てきて、当該ダンプに轢かれたもの。 

 


